
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生を送る会 
３月３日（木）、全校児童が体育館に集い、お世話になった６年生に心いっぱいの感謝の思いを込めて「６年生を送る会」が行われました。

在校生で「未来はかがやくゆめのとびら」の言葉を大きな声で言い、明るく楽しく朗らかに、とてもステキな心温まる会となりました。 
４年生の美しいリコーダー演奏が体育館に流れる中、６年生が一人ずつ誇らしく胸を張って堂々の入場。入り口近くでは、１年生から心

を込めて作ったペンダントをプレゼント渡され、ちょっぴりの緊張とにっこり笑顔の６年生。その後、赤・黄・水色・ピンク・黄緑の３年
生作成の花のアーチをくぐり、体育館壇上の特等席へ、はじめの言葉の後に、見事に割れたくす玉には、「ご卒業おめでとうございます・中
学校へ行ってもがんばって下さい。」との垂れ幕メッセージ書かれていました。その後、ぼくたち・わたしたちの大好きな６年生を囲んで、

感動の各学年の出し物のてんこ盛りオンパレード。詳細は以下参照。 
４年生…トップバッターのプレッシャーなんのその。日頃の学習の成果を生かし、「一番星」の群読とリコーダー間奏で見事なコラボ披露。 
１年生…何をやってもかわいい１年生の出し物は、「にじ」の歌と共にしっかりと覚えてバッチリだった手話。身振り手振りに皆が感心。 
３年生…今年から習い始めたリコーダーの演奏と「See you」の歌。その後皆で大きな声出し６年生に「フレーフレー！」のエール送り。 
２年生…楽しいクイズと、学芸会の感動再びの「ありがとう」を替え歌にしての大合唱。日頃の感謝の思いがきっと届いたことでしょう。 
５年生…女装した５年生 BOY 登場と、「リンダリンダ」の歌に合わせたパフォーマンスに会場大爆笑。次の国立七小リーダーに皆が期待大。 

６年生…学芸会の各賞総なめの感動作「人間になりたがった猫」のライオネルと博士が登場。タイムスリップしたり、国立七小の自慢し
たり等々。結果は１位「植物いっぱいで美しい七小」２位「みんな仲良く楽しい七小」３位「元気に明るく挨拶七小」との事。 

最後は、６年生の美しい歌声が体育館いっぱいに響き渡り、心込めて歌った「ビリーブ」。その立派な姿に皆が大拍手の嵐嵐嵐。 

校長室だより 国立市立国立第七小学校長 森田弘文 平成２８年３月７日 NO.２９ 
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